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研究成果の概要（和文）：コミュニケーションにおける言語情報と非言語情報の相対的重要性には文化差があ
り，このことが多文化間コミュニケーションを妨げる一因となっている．本申請課題ではこの問題を解決するた
めに，コミュニケーションにおける言語情報と非言語情報のバランスを定量化し，制御することを目的とした．
この成果は，言語・非言語バランスという新たな視点からコミュニケーションを包括的かつ定量的に説明する枠
組みを提唱する点に理論的な独自性がある．

研究成果の概要（英文）：Previous studies reported cultural differences in the relative importance of
 verbal and nonverbal information in communication, which is one of the factors that hinder 
multicultural communication. In order to solve this problem, the purpose of this study was to 
quantify, manipulate, and evaluate the balance between verbal and nonverbal information. The results
 are important in that it proposes a framework which can comprehensively and quantitatively explain 
human communication from a new perspective of linguistic and nonverbal balance.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 言語　非言語　異文化　多文化間　コミュニケーション　支援　文化差
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研究成果の学術的意義や社会的意義
言語・非言語バランスという新たな視点からコミュニケーションを包括的かつ定量的に説明する枠組みを提唱す
る点に理論的な独自性がある．また，定量化手法を実際にコミュニケーション場面に適用し，バランスを制御
し，多文化間コミュニケーションにおける有効性を評価する点に社会的な意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 社会のグローバル化やボーダーレス化に伴い，多文化間コミュニケーションがますます重要
になってきている．対面コミュニケーションでは言語情報に加えて，話し手の顔，身体表現，声
などを通して表出される非言語情報（感情，意図，態度等）が重要な役割を果たす．しかし，外
国語学習熱の高まりによって言語自体の習得に対する意識や動機づけは向上したものの，非言
語情報に対する意識は必ずしも十分とはいえない． 
 言語情報と非言語情報の相対的重要性には文化差があり，日本を含む東アジア文化圏では，欧
米文化圏と比べて非言語情報の重要性が高いことが知られている．こうした言語情報と非言語
情報の相対的重要性（以下，「言語・非言語バランス」と呼ぶ）の違いは，円滑な多文化間コミ
ュニケーションを阻害する．こうしたバランスは文化の中で成育することで根深い注意バイア
スとして獲得されるため，「彼女は日本人だから非言語が大事なのだろう」という知識で，どの
情報を重視するかを制御できるわけではない．だからこそ，言語・非言語バランスを制御する技
術が望まれる．しかし，現時点ではバランスの制御以前に，バランスを定量化する手法も確立し
ていない状況にある．したがって，定量化手法を確立した上で，制御手法を考案し，その有効性
を検証することが望まれる． 
 
２．研究の目的 
こうした状況を踏まえ，以下３点を本研究の目的とする． 

項目 1：言語・非言語バランスの定量化 
項目 2：言語・非言語バランスの制御 
項目 3：実場面および多文化での有効性の検証 
 
３．研究の方法 
項目 1：言語・非言語バランスの定量化 
言語・非言語バランスについて検討するためには，話し手および聞き手における言語情報と非

言語情報の相対的重要度を定量化する手法を開発する必要がある．本研究では注意バイアスを
利用した実験手法によってバランスの個人差や文化差を定量化する手法について検討する． 
1-1：注意バイアスによる定量化可能性の検討 
 2 つの情報が拮抗するような表現を作成し，一方の情報に注意を向けるように教示したときに，
他方の情報からどの程度影響を受けるかを測定する注意バイアス実験を実施する．具体的には，
例えば「いいね」という意味的に肯定的なセリフ（言語情報）をポジティブな口調（非言語情報）
で発話した音声とネガティブな口調で発話した音声を刺激として用いる．セリフと口調の感情
価および難度は予備実験によって統制する．言語情報がポジティブであるかネガティブである
かを判断させ，正答率と反応時間を記録する．  
1-2：非言語情報間のバランスへの適用可能性の検討 
 コミュニケーションで伝達される非言語情報は項目 1-1 で検討した音声のトーンのみならず，
顔の表情や身体表現などの視覚情報も含まれる．また，顔の表情のなかにも目元の情報と口元の
情報のように複数の下位情報が含まれる．そこで項目 1-2 では，上記の実験手法を複数の非言語
情報間のバランスの定量化にも適用できるかどうかを検討する．具体的には相手の顔のうち目
と口のどちらに自動的に注意が向きやすいか，顔と声のどちらに自動的に注意が向きやすいか
を 1-1 と同様の注意バイアス実験で検討する． 
項目 2：言語・非言語バランスの制御 
 言語・非言語バランスを定量化し，バランスに影響する要因を同定できれば，話し手と聞き手
の間でバランスが崩れているときにバランスを制御することが可能となる．そこで，聴覚情報
（音声の抑揚），および視覚情報（注視部位の誘導）に着目し，聞き手側のバランス制御手法に
ついて検討する．制御手法適用時の言語・非言語バランスの測定には，項目 1で確立させた定量
化手法を用いる． 
2-1：音声の抑揚および明瞭度の操作による制御手法 
 音声の非言語情報の重みづけを制御する手法として，声の抑揚（基本周波数の高低幅）を増減
する手法の有効性を検討する．実験では，項目 1-1 と同様の刺激を用いる．声の抑揚（平坦音
声・標準的音声・抑揚拡大音声）を操作し，呈示された音声に対する言語情報の判断，および非
言語情報の判断を要する課題を実施する．  
2-2：視覚的注意誘導による制御手法 
 視覚的に与えられる言語情報および非言語情報の重みづけを高める手法として，顔の注視部
位を制御する手法の有効性を検討する．予備的検討から，話者の映像と音声を呈示する際，口元
の情報を遮蔽すると発話内容の成績が低下し，目元の情報を遮蔽すると情動知覚の成績が低下
するとの結果を得た．これを踏まえて，顔の一部を物理的に遮蔽せずとも，cue の呈示によって
目元（非言語情報強調）や口元（言語情報強調）に注意を誘導することで，言語・非言語バラン
スを操作できる可能性を検討する．実験では cue の呈示位置（目・口）および呈示時間によって



外発的に注視部位を操作し，呈示された音声に対する判断を要する課題を実施する． 
項目 3：会話場面および多文化での有効性 
 上記項目 2の制御手法を用いて，現実場面に近い状況での有効性を検証する．現時点ではリア
ルタイムでの音声・画像情報処理は困難であるため，自然な二者間対話場面を収録し，事前に言
語・非言語バランスを操作した動画刺激を用いて，日本人参加者を対象に実験を実施する．例え
ば，「今回はこちらの案を採用しましょう」（仕事場面）に対する「わかりました」という返答や，
「明日はお寺巡りに行きましょう」（観光場面）に対する「いいですね」という返答（これらの
例では言語情報は肯定的）に込められた非言語情報が肯定的ないし否定的なときに，画面に呈示
された返答者の映像と音声をもとに，第三者である実験参加者が返答者の真意をどのように判
断するのかを検討する．項目 2の制御手法を用いて非言語バランスを高めると，非言語情報に基
づく判断の割合が上昇することが予測される． 
 
４．研究成果 
項目 1：言語・非言語バランスの定量化 
項目 1-1 の実験の結果，非言語情報に自動的に注意が向きやすい人ほど，セリフと口調の感情

価が拮抗するときに反応時間が長くなることが示された．反応時間を言語・非言語バランスの指
標として定量化することの有効性が確認された． 
項目 1-2 の実験の結果，相手の顔のうち目と口のどちらに自動的に注意が向きやすいか，顔と

声のどちらに自動的に注意が向きやすいかを 1-1 と同様の注意バイアス実験手法によって定量
化できることが確認された． 
項目 2：言語・非言語バランスの制御 
項目 2-1 の実験の結果，一定範囲内では，抑揚（高低幅）が大きいほど，言語正答率が低下し，

非言語正答率が上昇した．したがって，この手法による制御が可能であることが示された． 
項目 2-2 の実験の結果，cue の呈示によって目元や口元に注意を誘導しても，パフォーマンス

には変化が見られなかった．この手法の有効性については今後も検証を続ける必要がある． 
項目 3：会話場面および多文化での有効性 
仕事・観光などの会話場面を設定した実験を実施した．実験の結果，抑揚の大きさに応じて言

語・非言語バランスが系統的に変化するとの結果が得られ，会話場面における有効性が示された。 
研究成果の意義 
これらの成果は，言語・非言語バランスという新たな視点からコミュニケーションを包括的か

つ定量的に説明する枠組みを提唱する点に理論的な独自性がある．また，定量化手法を実際にコ
ミュニケーション場面に適用し，バランスを制御し，多文化間コミュニケーションにおける有効
性を評価する点に社会的な意義がある． 
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